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1月の人口動態
男 7，465 出生 -19
女 8，241 死亡↑4
計 15，711 姻婚 5
世帯数 3，970 離婚 1

(末日現在)
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しまきゃいうとカミりあ

一
話
し
合
う

茶
の
闘
で
育
つ

よ

道

一

つ

ま

町

一

き

え

一

L

カ

n

一

思

い

一
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Ad
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一

一

た
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一
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…
な
レ
甲
つ
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一

う

テ

よ

一

一

こ

て

し

『

す。
①
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
か
ら
、
国
が

で
る
ま
で
に
、
=
一
分
以
上
時
閣
が
か
か

り
、
四
面
が
暗
く
て
、
ぼ
ん
や
り
し
て

き
た
と
き
。

⑨
一
闘
が
.
写
真
の
ネ
ガ
の
よ
う
に
う

つ
る
と
き
。

③
ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
、
函
が
う

す
く
、
う
つ
り
具
合
が
不
安
定
。

④
チ
ヤ
ジ
ネ
ル
を
切
り
か
え
る
た
び

に
、
い
ろ
い
ろ
な
つ
ま
み
で
調
節
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
。

子

{地

も
し
も
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

「
ひ
か
れ
損
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
と

れ
だ
け
は
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

山
、
車
両
番
号
を
絶
対
に
覚
え
て
お

》
く
、
。

問
、
目
撃
者
を
さ
が
す
。

問
、
警
察
に
届
け
る
。

凶
、
警
察
で
事
故
証
明
を
も
ら
う
。

問
、
診
断
書
を
も
ら

5
0

問
、
損
害
で
か
か
っ
た
出
費
は
、
全

部
領
収
書
を
も
ら
っ
て
お
く
。

ま
た
、
加
害
者
が
一
示
談
に
来
た
ら
、

山
、
被
害
者
が
、
被
扶
養
者
で
も
権

利
が
あ
る
。

凶
、
最
近
は
、
自
殺
で
も
な
い
限
り

被
害
者
の
過
失
は
、
あ
ま
り
問
題

に
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
、
一
不
談
は
、
保
険
額

の
最
低
蛸
明
か
ら
出
発

す
る
こ
と
が
多
い
。

示
談
、
裁
判
と
も
法
的

一
手
続
き
が
め
ん
ど
う
で
す

一
で
ぎ
れ
ば
、
警
察
の
交
通

一
相
談
所
、
弁
護
士
会
の
交

一
通
事
故
処
理
委
員
会
、
交

一
通
安
全
協
会
の
交
通
相
談

一
所
、
法
務
局
、
新
聞
社
な

一
ど
の
公
的
機
関
に
ご
相
談

一
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
の
寿
命
は

普
通
五
年
前
後
で
す

五
J
六
年
た
っ
て

つ
ぎ
の
よ
う
な
症
状

が
で
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
は
、
思
い
き

っ
て
、
新
し
い
も
の

と
、
取
り
か
え
ら
れ

た
方
が
よ
い
よ
う
で

昭

和

的

年

縦
覧
期
聞
は
三
月
二
十
一
日
ま
で

俊

税
務
課
で
は
、
三
月
一
日
か
ら
、
三

月
二
十
一
日
ま
で
、
税
務
課
で
、
同
定

資
産
課
税
台
帳
を
、
関
係
者
の
縦
覧
に

供
し
ま
す
。

固
定
資
産
の
所
有
者
は
、
必
ず
前
覧

一
を
し
て
、
固
定
資
産
台
帳
に
乏
録
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ

↓
、
。

バ

消
防
団
出
ぞ
め
式
終
わ
る

昭
和
田
十
三
年
hR
浜
町
消
防
団
出
ぞ

め
式
が
、
二
月
一
日
、
午
前
八
時
半
か

ら
、
長
浜
高
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
団
員
三

百
五
十
六
人
が
出
動
し
て
、
盛
大
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
摂
氏
零
度
で
、
き
び
し

い
寒
さ
の
中
、
節
度
と
、
元
気
の
あ
ふ

れ
る
精
鋭
の
手
で
、
完
全
に
準
備
さ
れ

た
機
械
器
具
ゃ
、
ポ
ソ
プ
協
同
作
法
等
の

妙
技
が
ひ
ろ
ち
さ
れ
た
後
、
表
彰
式
が

行
な
わ
れ
、
氷
年
精
励
か
っ
き
ん
さ
れ

た
つ
ぎ
の
方
々
が
、
団
員
の
模
範
と
し

て
、
晴
れ
の
表
彰
を
一
党
け
ま
し
た
。

門
愛
媛
県
知
事
表
彰
〕

(ー〕 昭和43年2月20日 (毎月 l回発行ノ 躍霊童華経批 カ宝 レま 毛主
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1月の町政日誌 i れ可化の。くのと、のもわで田了ま助、し、いた、進連設結町
まさし接 か工た事発、せすのし申各た山てボ最めけにぷを

j 15日成人式 i すれた岸 L 事う務者改てが施た請々結口、|もらいつ、基
。るこ施 るにと所に良、、設。を県果両過トむれのいブ地

! 23日長辞町議会総務委員会 j のと設 こ要と、備強老フ計 お営、県日のってもてエと
もに挟 とすに駐え備朽エ画 こ工長の、接かいとはリし

〔町職員の給与条例の改 j 近よ備 がるな車るし化リは な事浜理両岸しまに、|て

E、町有財産の貸し付け: いつ工 予経つ場か、し i 、 うと時事町施いす、上・
もて事 想費てのた将たの図 こし 者理設聞が着関ポ山
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手数料の改正などについ; ζ語界 を二1Fh-EZ宇 奈露草雪景T322ミLT
て協議) 1 ~問権が い億。ど待客浮設と 定省とに、事れ中準密航関

~ 25日 結紋集団検診

~ 27日 1月臨時町議会

: 29日 大洲@喜多1:t:r生事務総合
議会

! 30日 1日役場(翠茂)

!31日 松本地区の飲料水供給施 i

設竣工検査

児童健全育成指導者研修 i

会 i

1月臨時町議会から

1月臨時町議会は、 1月27日:

?午前?時50分から、長浜町体育i
L館で開かれ、 11の議案を慎重苦手f

八p議の後、全議案を原案のとおり;
i可決、午前10時50分閉会しまし;
:?と。

なお、この議会で、決まった〈

おもなものは、

j①昭和42年度長浜町一般会計と i
特別会計の補正予算が、決ま:

ったこと。

:② 職員の給与に関する条例のj

)部が改Eされたこと。

イ目 j① 長浜町教育長給与条例のー;

， i'， 部が改正されたこと。
④ 町有地(長浜町青果農業協J
j i 同組合選果場敷地〉の~Lい下 j

1げが決まったこと。あ支ま さーらへ権方
王i⑤長浜町税条例の一部が改-Er;;給す提い部、 III著は厚
~~ :与さと出。変提し現、生
されたとと o :す-ふれ、期 り出て祝毎年
などです。 jEな年日 ますお周年金
つぎ陳情関係では、 i 、く金や しるら」一保

，なの、 た日れを回険
長浜町各小中学校用務員の1ヤつ支書 のやま 、、を

i分た給き で、す社「受
‘ 賃金補助i曽額の件が提出され気りが方 、様が会!手け

これを採択し、理事者に、送jをす避を ど式、保主|三て
:つるれま 注なこ険年お

付されました。けこたち 窓どと事金ら
tてとりが くがし務受れ
.・くが、え だ、か所給る

一
ま
た
、
提
出
先
が
、
い
ま
ま
で
は
、

事
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た

が

、

こ

れ

一

-

v
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i

l

v

一
一
か
ら
は
、
受
給
権
者
の
住
所
を
官
燃
す

一

日

曜

臼

叫

土

す

掘

と

£

ア

ヘ

d
i
l
l
一

-

争
事
件
日
刊
住
宜
ハ

Y
Z
Z口
一

る

社

会

保

険

事

務

所

と

な

り

ま

し

た

。

一
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
社
会
保

一
険
事
務
所
(
松
山
市
朝
美
町
松
山
社
↓

だ

さ

い

。

一

一
会
保
険
事
務
所
)
へ
‘
お
た
ず
ね
く
だ
一

変
更
に
な
っ
た
主
な
点
は
、
ま
ず
一
さ
い
。

提
出
期
日
が
、
い
ま
ま
で
は
、
通
算
老
一
一

O

A

V

令
年
金
お
よ
び
、
特
例
老
令
一
一
年
金
の
受
一

s

f

一

t
A

土耳、

給
権
者
は
三
月
十
五
日
。
そ
の
ほ
か
は
一
一

、

ぅ

「

受

給

権

者

現

況

凶

」

二
月
十
五
日
ま
で
で
し
た
が
、
若
令
年
一
一
l
、
「
厚
生
年
金
」
の
場
合
で
あ
っ
て

金
、
通
算
老
令
年
金
、
ま
た
は
、
特
例
一

i

一
「
福
祉
年
金
ト
の
場
合
で
は
あ
り
ま
せ

老
令
年
金
の
受
給
権
者
は
一
月
十
五
日
一

ま
で
。
遺
族
年
金
の
受
給
権
者
は
四
月
一
ん
か
ら
、
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
し

十
五
日
ま
で
。
障
害
年
金
の
受
給
権
者
一
て
く
だ
さ
い

は
、
七
月
十
五
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
一

i報

み
ん
な
の
有
線

-、

[ま

く
開
閉
件

山

A
和
夫
、
久
保
一
光
、
大
津
主
r
y

〔
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
〕

藤
井
嘉
友
、
酒
井
芳
鋼
、
山
下
恵
一

増
田
清
、
井
上
四
郎
、
岩
城
忠
義
、

矢
野
郎
史
、
矢
野
勝
幸
、
津
田
光
降
、

水

口

健

、

清

水

、

亮

一

貫

門

郡

連

合

会

長

表

彰

〕

一

葉
龍
雄
、
竹
内
洋
治
郎
、
島
田
好
一

政
、
寺
脇
守
、
谷
上
光
秀
、
沢
弁
彦
一
一

て
川
元
男
、
松
田
士
口
幸
、
武
知
和

道
、
二
宮
茂
、
木
村
嘉
男
、
渡
辺
重

孝
、
新
政
、
岡
田
駒
重
、
緒
以
疋
百
一

田
中
慎
明
、
揺
磨
明
、
桝
田
敏
行
、

上
旧
全
、
聴
碕
和
臣
、
石
山
輩
、

徳
水
秀
光
、
山
本
武
美
、
山
尾
初
重
、

久
保
実
男
、
竹
内
信
義

門
長
浜
町
長
表
彰
〕

田
中
利
徳
、
山
本
燕
、
飛
田
川
悦
茂

浦
旧
埼
男
、
西
上
一
士
山
、
西
山
謀
、

藤
井
融
、
山
崎
広
見
、
鶴
崎
兵
て

鶴
崎
J

伺
為
、
沖
江
晴
夫
、
西
村
昭
和

贈
与
税
の
自
主
口
と
納
税

贈
与
税
の
申
告
と
、
納
税
は
、
二
月
一

一
日
か
ら
、
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
一

家
ゃ
、
土
地
そ
の
他
の
財
政
や
、
経
済
一

的
利
誌
を
、
四
十
二
年
中
に
う
け
た
と
一

き
に
か
か
る
税
金
で
、
財
産
な
ど
を
も
一

ら
っ
た
人
が
申
告
し
納
税
し
な
け
れ
て
E

一、

な
り
ま
せ
ん
。
税
額
が
多
額
な
と
、

延
納
ゃ
、
農
業
経
営
の
た
め
の
臨
常

一
軒
附
与
し
た
と
き
の
納
期
限
の
門

な
ど
の
特
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、

m
w
T

閃
か
れ
る
、
「
納
税
相
談
日
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

全
部
納
め
ま
し
た
か

昭
和
四
十
二
年
度
も
間
も
な
く
終
り

ま
す
o

あ
な
た
は
、
国
民
年
金
の
保
険

料
を
笠
郡
納
め
ま
し
た
か
?

安
年
の
四
月
か
ら
、
と
と
し
の
三
月
ま

で
の
聞
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

て
い
な
い
期
間
が
あ
る
人
は
、
い
ま
の

F
J
、
ら
こ
内
リ
ム
ノ
て
守
土
ヒ
、
し
土
、
ヮ
。
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中

学

校

で

は

、

各

校

舎

で

、

二

月

五

い

ま

す

。

)

文

書

課

で

は

、

毎

月

、

「

広

報

号

w-
ず

口

ず

か

ら

0

2

話
題
引
い
陣

!
j
!
!
l考
去

」

目

、

赤

四

回

少

年

式

を

行

い

、

一

二

百

二

菊

地

う

ち

が

農

業

な

の

で

、

こ

れ

J

は
ま
」
を
、
町
外
の
出
身
者
に
、
送
付
県
人
会
を
持
ち
た
い
ア
パ
ー
ト
を
町
出
身
者
に
開
放
し
た
い
載
り
ま
す
よ
う
ま
す
ま
一

E
J

電

巳

除

手

正

十
九
人
を
激
励
し
、
新
し
い
門
出
を
仰
か
ら
の
農
業
は
、
近
代
的
に
、
欧
米
に
一
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
城
ケ
滝
近
畿
地
区
に
、
町
出
身
者
が
相
当
数
私
事
な
が
ら
、
拙
宅
の
庭
の
一
部
五
す
関
係
各
位
の
ご
努
力
一

2
一

協

浩

削

財

い
ま
し
た
o

一

ま

け

な

、

ょ

う

E
農
業
を
や
っ
て
ゆ
え
氏
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
、
手
紙
が
聞
け
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
残
念
、
何
十
坪
を
有
効
に
利
用
し
た
い
と
思
い
、
を
、
切
に
願
っ
て
や
み
一
表
一
肥
田
切
…
仰
に

当

日

少

年

式

終

了

後

、

座

談

会

を

関

た

い

と

し

ん

い

ま

打

。

九

ら

れ

ま

し

た

の

で

、

ど

紹

介

し

ま
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一
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
、
有
意
義
な
、
各
一
気
象
上
の
悪
条
件
が
重
な
っ
て
、
往

一
の
能
力
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
い
う
一
の
人
が
、
児
童
の
保
育
を
す
る
と
と
一
が
あ
る
た
め
、
母
親
点
、
い
つ
も
、
一
毎
年
、
四
月
の
入
所
期
に
は
、
長
浜
一
わ
け
て
も
、
そ
れ
は
、
ど
こ
を
主
に
す
一
ゼ
募
集
し
て
、
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
で
一
種
の
守
事
@
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
に
し
て
、
規
模
の
大
き
い
火
災
が
多
，

一
が
、
重
要
な
問
題
と
し
て
と
り
あ
一
が
で
き
る
場
合
は
除
か
れ
ま
す
)
一
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
一
沖
浦
@
櫛
生
@
出
海
の
各
保
育
所
は
、
一
る
か
と
い
う
程
度
で
、
と
れ
ら
は
、
ぃ
一

rと
っ
て
、
い
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
一
温
山
知
新
的
な
観
点
か
ら
、
過
去
百
一
時
期
で
す
。

m一
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
①
児
童
の
母
親
が
、
昼
間
家
庭
の
外
一
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
一
一
品
ゴ
ド
引
け
け
か
れ

Y
A一
つ
も
ま
じ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
一
し
か
し
、
桃
が
早
く
な
く
な
っ
て
、
一
年
間
の
歩
み
を
正
し
く
知
る
こ
と
に
よ
一
火

Z
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
Y

一
そ
の
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
や
、
幼
児
三
で
仕
事
を
す
る
の
が
普
通
な
の
で
、
一
①
火
災
@
風
水
害
@
地
震
な
ど
の
不
一
ら
か
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刷
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。
一
「
自
然
」
の
指
導
の
中
に
も
、
「
社
一
ア
ル
バ
イ
ト
生
が
、
い
ら
な
く
な
っ
た
一
っ
て
、
将
来
へ
の
よ
り
よ
い
発
展
の
方
一
ょ
う
。
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何
一
あ
ず
け
る
保
育
所
ゃ
、
幼
稚
園
が
、
人
一
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
一
幸
が
あ
り
、
そ
の
家
庭
を
失
っ
た
り
一
一
会
」
の
指
導
が
は
い
り
。
「
音
楽
」
の
一
り
、
目
的
の
半
分
に
も
達
し
ま
せ
ん
で
一
向
を
見
出
そ
う
と
す
る
の
が
、
最
も
大
一
。
あ
な
た
の
住
ん
で
い
ら
っ
し
〉

必
一
造
り
の
場
と
し
て
、
注
目
を
集
め
る
よ
一
①
児
童
の
母
親
が
、
同
甘
画
家
庭
で
、
一
破
損
し
た
た
め
、
そ
の
復
旧
の
閥
、
中
に
、
「
言
語
」
の
指
導
が
は
い
る
と
一
し
た
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児
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児
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が

、
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、
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も

結

構

で

す

か

ら

、
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ほ
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も
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平下

幼
稚
園
は

幼
稚
園
は
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
い

て
集
団
的
教
育
の
で
き
る
年
今
に
な
っ

た
幼
児
に
、
教
育
を
ほ
ど
こ
す
と
こ
ろ
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